
DJ-RX2を中継システムや連続送信環境で使う際の設定について 
 
● 中継通話システムを利用してガイドシステムにしたい： 
 
＊ 交互通話中継でも同時通話中継でも設定出来ます。但し、特小トランシーバー側の送信

周波数をＡ側（４４０ＭＨｚ帯で送信）、中継器側の送信周波数をＢ側（４２１ＭＨｚ

帯で送信）に選んでシステム設定して下さい。ＤＪ－ＲＸ２はチャンネルを合わせるだ

けです。３分のタイムアウト制限が有りますのでガイドは適時送信を止め、話す内容が

切れないように注意して下さい。以下の例はＤＪ－Ｒ１００／Ｒ２０Ｄ系の交信モード

番号を含めて説明しています。ＤＪ－Ｐ１０ＲやＰ１１Ｒ中継器では交信モード番号は

考慮する必要は有りません。例を参考に中継器とトランシーバー側の送信周波数帯Ａ／

Ｂの選択、グループ番号、チャンネルの設定を行って下さい。 
 
例 （１）交互通話中継： 
交互通話中継器のチャンネルをＬ１０－Ｌ１８，Ｂ１２－Ｂ２９の範囲で設定する。 
＊トランシーバー側 モード３ / Ａ側 Ｂ１２ｃｈ （以下同様） 

グループコードを０１－０６の範囲で設定 
＊中継器側 ５/Ｂ Ｂ１２ｃｈ（グループコード設定＝同上の番号） 
＊ＤＪ－ＲＸ２ Ｂ１２ｃｈ（グループコード設定＝同上の番号） 
 
例 （２）同時通話中継：（二人のガイドが同時通話する内容をビジターに聞かせる場合） 
ＤＪ－Ｒ１００ＤＬかＤＪ－Ｒ２０ＤをＡＤＵＡ７８ケーブルで２台連結し、同時通話中

継器に設定します。チャンネルはＬ１０－Ｌ１８，Ｂ１２－Ｂ２９の範囲で設定してくだ

さい。中継器（２）がカバーするエリアがＤＪ－ＲＸ２の受信範囲となります。ＡＤＵＡ

７８を延長（自作ケーブル必要）することで中継器（１）と（２）の距離を離すことも出

来ます。 
＊トランシーバー側 ４/Ａ Ｌ１０ｃｈ（グループコードを０１－０６の範囲で設定） 
＊ 中継器側  
中継器（１） ６/Ｂ Ｌ１０ｃｈ（グループコードをトランシーバーに合わせて設定）  
中継器（２） ６/Ｂ Ｌ１５ｃｈ（グループコードを設定、但し別の番号を設定） 
＊ＤＪ－ＲＸ２ Ｌ１５ｃｈ（グループコードを設定、中継器（２）で設定した番号に合

わせる） 
 
 
 
 



● 連続送信のガイドシステムを構築したい： 
 
同時通訳などで、絶えず電波を「放送」しておきたい場合は以下の設定をお勧めします。

但し、法の規制によりローパワー（１ｍＷ）でしか送信出来ないためカバーエリアがかな

り狭くなります。この設定ではＰＴＴホールド機能（送信ボタンを常に押していなくても

良くなります）か、ＰＴＴロックの掛かるイヤホンマイクやヘッドセットをお使いになる

ことをお勧めします。電池の消耗を気にせず使うには、AC アダプターEDC-122 をお使い
下さい。 
 
 
例 （３）ローパワーによる連続送信： 
ＤＪ－Ｒ１００ＤかＤＪ－Ｒ２０Ｄをセットモードで連続送信（ローパワー送信）に設定

する。（チャンネルはＢ１２－Ｂ２９の範囲で設定してください） 
＊トランシーバー側 ３/Ｂ Ｂ１２ｃｈ（グループコードが必要なら０１－０６の範囲で
設定） 
＊ＤＪ－ＲＸ２ Ｂ１２ｃｈ（グループコード設定＝同上の番号） 
 
 
例 （４）：ＤＪ－Ｒ１００ＤＬをローパワー中継器として使い、少しでもカバーエリアを

広げる（このシステムは、自動接続手順解除機能が無いＤＪ－Ｒ２０Ｄでは使い勝手が悪

くなるためお勧め出来ません） 
中継器、親機として使用するＲ１００ＤＬを、まずセットモードで連続送信（ローパワー

送信）に設定します（チャンネルはＢ１２－Ｂ２９の範囲で設定してください）。さらにセ

ットモードで自動接続手順解除機能をＯＦＦに設定して下さい。 
 
＊トランシーバー側 ３/Ａ Ｂ１２ｃｈ（グループコードを０１－０６の範囲で設定） 
＊中継器側 ５/Ｂ Ｂ１２ｃｈ（グループコード設定＝同上の番号） 
＊ＤＪ－ＲＸ２ Ｂ１２ｃｈ（グループコード設定＝同上の番号） 
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